
令和８年度
町政執行方針

本
年
は
、
私
が
町
政
の
舵
取
り
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
４
期
目
の
最
終
年
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
と
真

摯
に
向
き
合
い
、
直
面
す
る
「
人
口
減
少
」

へ
の
対
応
と
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
の
進
展
を

的
確
に
捉
え
、
次
世
代
へ
誇
れ
る
小
平
町
を

繋
い
で
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

私
の
信
条
で
あ
り
ま
す
「
目
配
り
・
気
配
り
・

思
い
や
り
」
を
町
政
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡

ら
せ
、
安
定
し
持
続
性
の
あ
る
行
政
運
営
と

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
に
つ
い
て
政
府
は
、

賃
上
げ
率
が
２
年
連
続
で
５
％
を
上
回
る
な

ど
、「
デ
フ
レ
・
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経
済
」
か

ら
、
そ
の
先
に
あ
る
新
た
な
「
成
長
型
経
済
」

に
移
行
す
る
段
階
ま
で
き
た
。
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
８
年
度
の
経
済
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
安
定
的
な
物
価
上
昇
と
そ
れ

を
上
回
る
持
続
的
な
賃
金
上
昇
が
実
現
す
る

「
成
長
型
経
済
」
へ
の
転
換
を
図
る
に
あ
た
り
、

将
来
世
代
へ
の
責
任
を
果
た
す
「
責
任
あ
る

積
極
財
政
」
の
考
え
方
の
も
と
、
経
済
財
政

運
営
を
行
う
戦
略
的
な
財
政
出
動
に
よ
り
官

民
が
力
を
合
わ
せ
「
危
機
管
理
投
資
」
と
「
成

長
投
資
」
を
進
め
て
社
会
課
題
を
解
決
し
、「
暮

ら
し
の
安
全
・
安
心
」
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

雇
用
と
所
得
を
増
や
し
、
潜
在
成
長
力
を
引

き
上
げ
、「
強
い
経
済
」
を
実
現
し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
財
政
や
社
会
保
障
の
仕

は
じ
め
に

組
み
に
つ
い
て
も
、
物
価
と
賃
金
の
上
昇
に

対
応
し
た
形
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

歳
出
の
質
を
高
め
る
行
財
政
改
革
を
徹
底
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
制
度
と
シ
ス
テ
ム
の
設

計
を
併
せ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
国
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
と
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

進
展
す
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
町
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
防
災
・
減
災
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
へ
の
対
応
に
加
え
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
移
行
や
地
球
温
暖
化
対

策
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
新
た
な
対
応
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
第
６
次

総
合
計
画
及
び
第
３
期
総
合
戦
略
の
具
現
化

に
向
け
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用

し
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
・
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

歳
入
・
歳
出
概
要

初
め
に
歳
入
で
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
地
方
経
済
の
中
、
貴
重
な
自
主
財

源
で
あ
る
町
税
に
お
い
て
は
、
個
人
町
民
税

に
つ
い
て
は
増
額
、
そ
の
他
の
税
に
つ
い
て

は
概
ね
前
年
度
と
同
額
程
度
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
が
、
鉱
産
税
に
つ
き
ま
し
て
は
採
炭

事
業
者
が
令
和
７
年
度
で
採
掘
を
停
止
し
た

こ
と
か
ら
、
大
幅
に
減
額
と
な
る
見
込
み
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
定
的
な
財
政
運
営
に

必
要
な
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
財

政
計
画
と
過
去
の
実
績
に
よ
り
、
前
年
よ
り

増
額
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

町
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
基
金
を
活

用
し
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
責
任

の
も
と
、
福
祉
の
向
上
、
地
域
交
通
の
確
保
、

住
宅
環
境
の
整
備
、
産
業
の
活
性
化
を
図
る

事
業
の
ほ
か
、
防
災
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
和

牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命

化
事
業
、
公
営
住
宅
第
２
旭
団
地
建
替
事
業
、

雪
寒
機
械
更
新
事
業
な
ど
の
事
業
費
を
計
上

し
、
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
前

年
度
比
３
・
８
％
増
の
52
億
４
千
８
０
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
４
つ
の
特
別
会
計
及
び
、
水
道
事

業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予

算
総
額
は
、
78
億
４
千
０
５
９
万
２
千
円
と

な
り
、
前
年
度
比
10
・
３
％
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

産
業
振
興
施
策

●
農
業
の
主
要
作
物
で
あ
る
米
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
９
年
度
に
今
後
の
水
稲
作
付
に

大
き
く
影
響
が
見
込
ま
れ
る
『
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
』
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
８
年
度
中
に
そ
の
内
容
が
示
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
水
稲
に
お
き
ま
し
て
は
新

制
度
の
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
各
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